
参加無料参加無料

NPO法人エイプロシス大阪事務所 電話：06-6223-1065
住所：大阪市中央区北浜1-5-5　大阪平和ビル4階

テ ー マ

マネープランと資産運用入門講座

初めての株式投資基礎講座

大人のやさしい経済教室
～経済･金融･証券の現状を知って資産運用を考える～

マネープランと資産運用入門講座

初めての株式投資基礎講座

4月17日（水）、18日（木） 19：00～20：15

4月24日（水）、25日（木） 18：45～20：15

6月3日（月）、10日（月） 19：00～20：15

6月18日（火）、19日（水） 19：00～20：15

6月26日(水)、27日(木) 18：45～20：15 

日 　 時 場 　 所

エイプロシス で 又は検索

ネットをご利用の場合（この方法が一番早くて便利です）

から「初心者向け無料セミナー」のページをご覧ください。

電話をご利用の場合

http://www.aprosis.com/ （平日の9：00～17：00）
06-6223-1065まで

◆特定非営利活動法人「投資と学習を普及・推進する会」（略称：
エイプロシス）が開催する証券投資関連の基礎講座では、証券投
資の基礎知識を体系的に学ぶことができるようになっています。
◆下記以外でも講座があります。 エイプロシス 検索のホームページ
でご確認ください。

お問合せ先

（ 　　　　　　　　）
ブリーゼプラザ　803会議室
最寄り駅 ： 地下鉄　西梅田駅
大阪市北区梅田2-4-9

参加
ご希望の方

NPO法人 エイプロシス　大阪事務所が主催する講座で

学んでみませんか  証券投資
証券投資に興味をお持ちの皆さん。
まずは基礎知識の習得から始めてみませんか？

「広告掲載」のお問い合せは、総合生涯学習センター　　6345-5020へTEL

osaka
KEYword大阪を知るための 100 の言 葉と モノの世 界

アイディアにも関わったともいう。本欄でも以前、道頓堀
にある水府の句碑を紹介した。田辺聖子さんに評伝
『道頓堀の雨に別れて以来なり―川柳作家・岸本
水府とその時代』があって有名である。
　「サロン・タカハシ」のリストには、“桜咲く国のカク
テール”の次に“紅葉する国のカクテール”がある。これ
にも水府が関係したかは不明だが、値段はコーヒーが
50銭、国産ビールが70銭に対してどちらも１円であり、
カクテルの英語名はそれぞれ“Cher ry - l a nd ”
“Maple-land”であるのが可愛らしい。ご興味のある方
は、メニューにある堂ビル1階の高橋食堂「電話北
5890」へお問い合わせを…と言いたいが、むろん電話
は通じない。春の夜のむかし話である。
　しかし、「桜咲く国」はいまもOSK日本歌劇団の象徴
であり、今年はOSK日本歌劇団創立90周年記念
「レビュー春のおどり～桜咲く国」が東京日生劇場
（4月5日～8日）で、つづけて道頓堀の松竹座（4月19日
～29日）で、恒例の絢爛たる舞台がくりひろげられる。
これについてのお問い合わせは劇団にどうぞ。

　春爛漫の花見の宵の酔い心地、桜にちなんだ話
である。
　戦前の大阪のモダニズムを伝える広告やパンフ
レットを調べていて、中之島に架かる大江橋の北側に
建つ堂島ビルディング（略して堂ビル）にあったレストラン
「サロン・タカハシ」のワインリスト・メニューが目についた。
堂ビルは、大正12（1923）年に市庁舎の対岸に竣工
し、最上階に屋上庭園を自慢するホテルがあった。
「サロン・タカハシ」の本店は心斎橋だが、海外からの
来客も意識してか、メニューを見るとシャンパンやウィス
キー、ブランデー、ワイン、ジンなど充実し、カクテルだけ
で20数種がリストアップされている。
　驚いたのが、リストにある“桜咲く国のカクテール”で
ある。大阪のモダニズムを象徴するカクテルには、大正
中期に道頓堀に開店し、画家や音楽家、役者など、
芸術家の拠点となったカフェー「キャバレー・ヅ・パノン」
に名物「五色の酒」があり、赤（ストロベリー・リキュー
ル）、緑（ペパーミント）、白（マラスキノ）、黄（キュラ
ソー）、茶（ブランデー）など、五種類の比重の異なる
リキュールが五層になった美しいカクテルだった。
　“桜咲く国のカクテール”の何に驚いたのか？ ご存じ
の方にはいまさらだが、この名前は、現在のOSK日本
歌劇団の源流であり、大正11（1922）年に大阪で創設
され、宝塚歌劇団、松竹歌劇団（SKD）と並ぶ三大
少女歌劇のひとつである松竹楽劇部が、昭和5
（1930）年道頓堀の松竹座公演「春のおどり さくら」
で発表して以来、テーマソングとしてきた「桜咲く国」
と同じだからである。
　“桜咲く国、桜、桜、花は西から東から…”と歌われる
「桜咲く国」の作詞は大阪を代表する川柳作家の岸本
水府、作曲は松本四良である。水府（1892―1965）は
川柳雑誌「番傘」を創刊して文芸の世界で活躍する
とともに、コピーライターとして活躍し、「福助足袋」
「壽屋（現サントリー）」「桃谷順天館」などの広告や、
「グリコ」では広告部長を務めて「一粒300メートル」の

筆者プロフィール 大阪大学総合学術博物館館長／大学院文学研究科教授。1958年、大阪市生まれ。東京芸術大学大学院修了。大阪市立近代美術館建設
準備室主任学芸員を18年間つとめ現職。専門は日本美術史。展覧会では「没後200年記念 木村蒹葭堂─なにわ 知の巨人─」「北野恒富展」
「没後80年記念　佐伯祐三展」などに携わる。編著に『大大阪イメージ─増殖するマンモス／モダン都市の幻像─』（創元社）など。橋爪 節也 はしづめ せつや
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写真 ： 「サロン・タカハシ」のWINE LIST & MENU（ワインリスト&メニュー）

写真 ： 「サロン・タカハシ」のカクテルメニュー（￥1.20は1円20銭の意味）

3


